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2003年アメリカのミネソタにて結婚。2005年
シドニー大学に就職しオーストラリアに移住。
オーストラリア永住資格と同時にアメリカ永
住資格を保持することの困難さから重国籍容
認の必要性について考え会に入会。2006年長
男誕生。2007年クィーンズランド大学に転職
し、ブリスベンに転居。以来、ブリスベンで
実母、夫、息子と暮らしている。

新聞はコロナばかりでコロナ前の日常が遠い昔の様に感じる今日この

頃ですが、私の住むブリスベンではコロナの感染者はそれほど増えなく

て、そこまで不自由に感じることはありませんでした。大学の授業も

Zoomになると言われた時には、どうなるのかなと心配でしたが、やっ

てみればやれないこともないということがわかりました。これまでのこ

とを時系列で思い出していってみたいと思います。

搭乗中に入国制限が発令された中国からの院生

2020年2月。旧正月で中国に帰っていた私の指導している院生から

Facebookで連絡が入りました。コロナで外国からの入国を制限するとい

う話が出始めていた時でした。その院生が飛行機に乗っている間に入国

制限が発令され、ブリスベン空港で入国を拒否すると言われた、という

のです。入国拒否となると学生ビザが無効化されるらしく、「自発的」

に帰国するということになる、という話でした。

「どうしようもない、
Skypeでも会える。心配し
ないで」といって、また
元来た道を帰らせるしか
ありませんでした。
中国までの帰路、飛行

機の中でどんな気持ちだ
ろうかと思って、いたた
まれなかったです。

高山しの オーストラリア在住
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外出禁止の中でのリフレッシュ散歩で癒され
2020年3月。いよいよ色んな制限が開始されて、ずっと家の中にいるよ

うになりました。息子の学校も大学も、授業は全部Zoomになりました。

しばらくの間、大学生たちの中には入国を禁止されていない国に迂回して

から、オーストラリアに入国するという方法をとる人もいたのですが、永

住者かオーストラリア国籍の者以外、外国から入国できなくなりました。

私の母親は、2017年からオーストラリア
に移住してきているのですが、入国禁止
の数週間前にオーストラリアに戻ってき
ていたのですが、外出できなくなりまし
た。買い物も高齢者はスーパーに行って
はいけないと規制されるようになりまし
た。それでも、リフレッシュの散歩なら
かまわないということだったので、週に
一回くらいは近所の山に家族で出かけて、
散歩しました。それまでは家族で散歩と
かありえなかったので、結構新鮮でした。

Zoomでの授業では反応が感じられない

2020年4月～5月。一番つらかったのはこの時期だと思います。オー
ストラリアは日本とは季節が反対で、ちょうど寒くなり始めるころで
す。ずっと閉じこもっていて、息子はZoomで授業は聞いているけれ
ども、きちんと学習できているんだろうかと不安になりました。ずっ
と机の前にいるけれど、ゲームをしていてもわからないし、四六時中
見張っているわけにもいきません。

だから、家族で家の中でできることを考
えたり、息子に課題を出したりといろいろ
工夫しました。家族でパスタの手作りをし
てみたり、TEDトークから議題を取ってき
て、息子にTEDトークをやらせてみたりと、
色々しました。今から考えてみれば、息子
の教育が一番心配でした。Zoomでも授業は
できなくはないですが、やはり生徒の反応
をその場で感じられるというのは重要だと
しみじみ感じていました。早く対面授業が
始まって欲しいなっと思っていた記憶があ
ります。 手作りパスタ（4月）

家族で散歩（3月）

高山しの オーストラリア在住

ブリスベン、コロナ禍の生活
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2020年6月。いよいよ規制が緩和され始めて、十人までのパーティは

してもよくなりました。事前に友人たちと規制が緩和されたら、手作り

パスタパーティをしようといっていたので、私と息子がパスタを作って、

イタリア人の友人家族がミートソースを作ってというパーティをしまし

た。やっぱり、みんなとワイワイするのは楽しいもんですよね。

規制緩和に向けて、QRコードで登録、
感染者が出たらすぐに検査

そろそろパーティ（6月）

2020年7月～8月。息子の学校では対面授業が本格的に再開され、カ
フェなどの飲食店で外食もできるようになりました。飲食店に行くときに
は、QRコードというのを使って自分の住所等を携帯電話で登録すること
になりました。この規制は今も続いています。その後も感染者が出た時に
は、立ち寄ったところがすぐに発表されて、いつどこに行った人はすぐに
検査を受けるようにという報道がされるので、それなりに役に立っている
のかな、とは思います。

カフェ（7月）

不自由がなくなってきたブリスベン

2020年9月以降。段々と規制は軽くなり、普通に外出もするようになり
ました。大学の中をゆっくり歩いてみるということをしたことはなかっ
たのですが、家にいる時間が長かったせいか、何もかもがありがたく思
えました。
最後に。今でも大学の授業はZoomですし、入国を拒まれた大学院生

はオーストラリアに戻ってこられずにいますが、ブリスベンの中での日
常は不自由なことも大してありません。一年に一度は日本に戻っていた
母が、日本に帰りたいと愚痴を言うのを聞くときは、正直面倒くさいな
と思いますが、それくらいでしょうか。ただみんな、ワクチンを心待ち
にしています

高山しの オーストラリア在住
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山内陽子（タイ・石川県）関連国カナダ

移住先のタイに戻れないまま、実

家のある石川で早1年が過ぎてし

まった。重い雲が垂れ込め、陰鬱で

寒くて長い北陸の冬を越したのは、

ほぼ半世紀ぶり。太平洋側は晴れ日

本海側は雨や雪マークの天気予報を

見ながらため息が出る。また正月明

けには大雪が降り何年かぶりで雪か

きもした。北陸地方の女性は辛抱強

さにおいては天下一品といわれる所

以がいまさらながらよくわかった。

チェンマイの青い空を思い出しながら

南国暮らしに慣れた老体にはこの寒さはマジできつい。海も山も温泉
ありの自然に恵まれて人々もとても優しい、冬をのぞけば文句のないそ
んな故郷で、時たまチェンマイの青空を思い浮かべる。いったいいつに
なったら帰れるのだろうか。

コンドから見えるチェンマイの空

リタイアメントビザ取得し日タイ往来する暮らし

連れ合いの日本滞在が通算25年になると、「日本を出たい」が口癖で
2012年頃から海外での居住地を探していた。親業も一段落して同意し
ていたが、但し私は老親達の事もあり半年は日本という条件で。東洋文
化が好きという彼の意向で、アジア地域に絞っていたが、その当時私は
ロングスティ関連の仕事をしていた事もありマレーシアで数回移住体験
をしていた。ちなみにロングスティ財団実施の「ロングスティ希望国」
調査ではマレーシアが14年連続で未だトップ。安全で安定したお国柄は
日本人向きかもしれないが私達にはどうもしっくりこなかった。

その後タイに居住ビザがあることがわかると、機が熟すとでもいうよ
うに2015年5月に夫だけ早々とタイに移っていった。遅れて私も12月に
は、リタイアメントビザを取得し日タイを往来する暮らしを始めた。60

半ば過ぎからの海外移住は心配していたが、再び異文化に触れる毎日は
思ってたよりも刺激的で心地良かった。また友人もできると行動範囲も
広がり楽しみも増していった。
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山内陽子（タイ・石川県）関連国カナダ

そんな私達は例年通り2ヶ月程の予定で2020年３月に関空に帰国した。

2週間の自粛はしたが、その後あっという間にヨーロッパの国々などが

次々と緊急事態宣言を出していき、コロナ禍の嵐が世界中に吹き始めた

のだ。私達はすっかりここで足止めをくってしまった。帰国便が出始め

たので領事館に問い合わせすると、『自国民』か『永住者』などが優先

され、リタイアメントビザ保有者は該当しないとすげない返答。まさか

ここで1年以上過ごすことになるとは誰が予想できただろう。

その前年に４千万人の外国人が訪れ、国のGDPの２割は観光収入に

頼っているタイでさえ、即外国からの入国を禁止した。その水際対策も

あってか、今年2021年3月10日時点で、感染者2万6501人死者数85人と、

本当かどうかはわからないがダントツに数字は少ない。その理由として

入国のハードルは日本と比べて非常に高いということがある。

まずタイ政府指定ホテルに自費で14日間の隔離、その間3度のPCR検

査、入国ビザ要、入国許可証、申告書、健康証明書、PCR検査証明書、

滞在期間の英文の医療保険証、14日間隔離施設の予約確認書、そして飛

行予約確認書などの書類を領事館に提出し申請する。時間もかかり総費

用も最低でも1人60万円以上かかる。どうしようかとウダウダしている

うちにビザの期限が12月には切れてしまった。

コロナで足止め、すでに1年以上

チェンマイのコンドやバイクなど未だ
ほったらかしで、どうなっているのか今
は考えたくもない。手塩にかけた40個以
上の植木も泣く泣く知人に全て引き取っ
てもらった。そして親しい友人が、家と
家財を処分しオランダに帰国したり、ゲ
ストハウスを経営していた友人も廃業し
たりと、日本人の居残り組も少なくなっ
たという知らせが次々と入ってきた。

お馴染みのレストランやカフェなども閉店したと聞くし、街もひっそ
りとし静かだという。そんな色褪せて活気のない街を想像するだけで
本当に悲しくなる。

タイの国花５月に咲くゴールデンシャワー
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山内陽子（タイ・石川県）関連国カナダ

それにしても今このコロナ禍で起きている我が国での現状を知れば知

るほど、私達がタイに帰れないなどは、所詮贅沢な悩みに過ぎないと思

う事がとても多い。その中の一つに昨年、女性の自殺者が6976人と急増

しているという記事を読みとてもショックを受けた。パンデミック発生

後の失業者の７割が女性で、非常事態宣言後、非正規の仕事が無くなり

困窮して精神的にも経済的にも追い詰められて自死した、というやり切

れない現実だ。その命を断った女性達の3分の2が失業中だったというこ

とも殊更悲しい。

日本の現状—命を絶つ女性達への対策を！

チェンマイの観光名所 ドイステープ寺

国はデジタル化を推進しているというが
心のケアの窓口やセーフティネットはどう
なっているのか、と怒りが湧き出てくる。
緊急事態宣言延長などの対策やワクチン接
種も大事だが、このような社会問題にもっ
と目をむけて対策を講じてほしいと心から
願う。

コロナ禍での深刻な社会不安はまだまだ
続いていくことだろうが私はもうしばらく
ここで静かにステイホームしながら春を待
とう。

また家事や育児に
神経を使わざるを得
なくなり、ストレス
フルになり自分を追
い込み自殺に至る
ケースも多いとか。
高齢者家族を訪れる
な、という要請も孤
独感を加速させただ
ろうが、親や友達に
SOSを発するなど、
相談できなかったの
か。昨年自殺者、１１年ぶり増 コロナ影響か、女性深刻―厚労

省速報値：時事ドットコム (jiji.com)

https://www.jiji.com/jc/article?k=2021012200413&g=soc
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M.Y. 関連国カナダ

カナダ・トロントで１人暮らしをしている義母に脳腫瘍が見つかり、

昨年４月に手術をすることに決まりました。１人息子の夫は、母親が歩

行困難になり始めたため、その手術前後約2ヶ月の日程で航空券を手配

し2020年3月12日東京を発ちました。トロントがロックダウンとなった

のは現地に到着するかしないかの時でした。

その後手術の実施について担当医の判断が二転三転した後にキャンセ

ルとなり、夫の日本帰国の目途は立たなくなりました。その頃既にオン

タリオ州では、必要不可欠ではない事業の営業停止命令、外出規制が出

されていました。手術は未定のまま義母の筋力はあっという間に衰え、

義母が寝たきりの状態に近くなってようやく緊急性が高いと判断され５

月下旬に手術が行なわれました。

術後に移ったリハビリ病院から８月中旬に退院した時は、義母は再び

ひとりで生活できるまで回復するのか分からない状態でした。それでも、

入院中はコロナのために夫が付き添うことも見舞うこともできずにいた

ので、自宅に戻ることができ皆ひと安心しました。

夫は母親の手術のため2ヶ月の予定でカナダへ

＜子ども達が送ったお見舞いの手紙も、航空郵便の停止で戻ってきてしまいした。＞
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M.Y. 関連国カナダ

一方日本では、３月始めからの突然の小中高の休校要請が出され、３

月半ばの娘の卒園式を終えた頃から徐々に外出を控えるよう呼びかけら

れ、習い事も中止、買い物や公園へも出掛けにくくなりました。緊急事

態宣言が出された４月、小学校は入学式の翌日から休校となり、学童保

育所からも自宅育成を促され、完全な自宅待機となりました。私個人で

開いている子どもの絵画教室は休みにしましたが、翻訳やデザインなど

自宅でできる仕事は続けていましたので、毎日自宅で娘と２人きりで過

ごすのは辛く、姪（小３）と甥（小１）に可能な限り泊まりに来ても

らったりし、子ども同士で遊び、助け合ってどうにか乗り切ることがで

きました。

ただ、環境の変化に反応してか娘は自宅でも私の姿が見えないとパ

ニックになり、外では踏切が怖くて渡れず電車にも乗れず、前から歩い

てくる犬も自転車も怖がり手が掛かるようになっていました。６月に入

ると学校の分散登校が始まり、少しづつ学校や学童へ通えるようになる

と同時に私の教室の仕事も再開しました。密を避けるためのクラス分け

をしたため時間が掛かり、娘の迎えを実家の母に助けてもらったりしま

した。

９月後半になると義母は次第に回復し、夫は冬になる前には日本へ帰

りたいと情報収集を始めました。夫は半年の間、母親の家で自分の居場

所もなく外へも出られずノイローゼ気味でした。私は15年振りのギック

リ腰と、全く好きではなかったお酒に手が伸びる機会が多くなり、娘は

「パパはもうかぞくじゃないみたい」と淋しがってパパのTシャツを抱

いて寝ていました。娘の迎えを往復２時間かけて週２－３回してくれて

いた母も「体力の限界」だと言い始めていました。

環境の変化が娘や夫や私に与えた影響

＜マスク姿で運動会（娘の絵）＞
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M.Y. 関連国カナダ

外国人は「特段の理由がない限り上陸を拒否する」とされており、日

本人の配偶者である夫は「特段の理由」に該当したため入国は可能とさ

れていましたが、特別な手続きが必要でした。中でも一番のハードルは

出国前72時間以内のPCR検査陰性の証明書の取得でした。当初は外国籍

の者だけに義務づけられており、日本国籍を持っていればその必要はな

いという不当な条件でした。

夫は保健所や病院、市、州、国の役所など思いつく全ての所に数週間

かけて問い合わせたものの、検査機関ではコロナ感染の症状がある人が

優先されており、もし仮に検査を受けられても、結果が出るまでに最低

１週間は掛かるという所ばかりでした。みんな「Good luck」と言うだけ

だと夫は嘆きました。ジャパンタイムズ紙にもその条件が壁になってい

ることが記事になっていました。

夫は運試しのように搭乗72時間前に検査を受けてみるしかないと諦め、

航空会社にキャンセル料が掛からないことを確認して10月初旬の航空券

を予約しました。

一番のハードルは出国前72時間以内の
PCR検査陰性の証明書

私は既に７月に空港での対処や入国後の条件を調べ、厚生労働省隔離
政策相談窓口へ電話をしました。その時点では空港でPCR検査を受け、
結果が陽性の場合は指定の場所で待機。陰性の場合には帰宅できるが、
14日間の自主隔離が必要。自宅が無理な場合には指定の宿泊施設を利用。

空港からの公共機関の使用は禁止。自家用車で家族が迎えにいく、レ
ンタカー、ハイヤーを使用する。指定の宿泊施設を利用する場合には費
用の自己負担はない、との答えでした。

https://www.japantimes.co.jp/community/2020/10/26/issues/bureaucratic-wall-entry-japan/


2020年コロナ禍での我が家

12国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

M.Y. 関連国カナダ

９月になって再度問い合わせると、ＰＣＲ検査から抗原検査に変更さ

れ結果が出るまでの時間が短縮されていたのは良かった点でした。しか

し今度は指定の宿泊施設を利用する際は全額自己負担だと言われ、無料

だったはずだと尋ねると、初めからずっと自己負担だったとの説明。

また、「指定の宿泊施設」についても自分で好きな宿泊施設を探して

利用との説明でした。その他にも以前と異なるところがあったので聞く

と、法務省に問い合わせをと言われ、法務省に電話すると厚生労働省の

担当だと言われ、出入国管理局に電話してみるようになどたらい回しに

されました。

結局厚生労働省の窓口に戻り話し聞くと、そこの相談員たちは短期雇

用のアルバイトで、内容を詳しく理解せず誤った解釈で対応している相

談員がいるのだと分かりました。

そんな無責任な！とちょっといじわるな気持ちになり「もし迎えにく

る家族がなく、免許がなくてレンタカーも使えず、経済的にハイヤーも

ホテルも使えなかったら、徒歩で家まで帰るのですか？」と言っても、

返事は「さようでございます」。「陽性でホテルに宿泊しても食事のた

めに外出せざるを得ないと思いませんか」と言っても、「さようでござ

います」と答えるだけでした。

たらい回しの対応をする省庁窓口は
短期雇用のアルバイト



2020年コロナ禍での我が家
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M.Y. 関連国カナダ

航空券を予約し、ようやく帰国と本人も私達も喜びましたが、州の検

査機関が条件を変更したり、便がキャンセルになったりして延期が続き

ました。

しかしその間に、夫が友人から得た情報を元に問い合わせたWomen’s 

College Hospital（WCH）から初めて、72時間以内の結果通知の可能性が

あるという返事が得られました。

もうひとつ残っていた懸念は、日本政府の指定書類に検査結果証明の

署名をしてくれる医師がいるかどうか、でした。

予定通りの便に間に合った！緊張で体の震えが止まらな
かった夫。9ヶ月ぶりの帰宅。

＜娘の七夕の願いごと＞



2020年コロナ禍での我が家

14国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

M.Y. 関連国カナダ

義母の主治医や知り合いのつてで医師に相談しても良い返事をくれる人
はなく、WCHでもその証明書については曖昧なままでした。結果的には検
査陰性の証明書に医師の署名をもらうことができ、予定の便にも間に合っ
たのですが、それも病院中を走り回った末に掴んだ運みたいなもので、不
安と緊張が極まっていたのか、全てが済んだ後もしばらく夫の体は震えが
止まらなかったそうです。
そのようにして夫はようやく日本に帰ってくることができましたが、入

国後２週間の隔離についても「海外渡航歴のある人（特に外国人）＝ウィ
ルス感染源」というような雰囲気があったため慎重にならざるを得ません
でした。
自宅に海外から戻ったばかりの外国人がいるのに娘や妻は学校や仕事で

人と接している、と悪い噂になるのではないかとの懸念から、自宅ではな
く長野にある山荘で２週間過ごしてもらいました（山荘の存在はとても幸
運でした）。周囲には内緒にして空港から山荘へは私が車で送り届け、政
府の規制ではその途中（約5時間）公衆トイレの利用も禁止でしたがもちろ
んそれは無理な話でした。
また、沢山の食料と必要な物はあらかじめ用意して行きましたが、２週

間の間に食べるものは足りなくなり、デリバリーなど対象外の山の中とい

うこともあり夫は私が置いていった車で買い物に出掛けるしかありません

でした。そして１２月６日、９ヶ月振りに夫は自宅へ帰ってくることがで

きました。

義母の淋しさを早く癒してあげたい。自由に行き来でき
る日を！

新型コロナウイルスのパンデミックと海外に暮らす親の世話が重なった
ことによる大変だった面ばかり書きましたが、もし義母が病を抱えてこの
コロナ禍で１人きりになっていたらもっと深刻なことになっていたでしょ
う。親戚が少なく息子が遠い日本で暮らしている淋しさを隠せない義母で
すので、今回の夫の滞在は親孝行になったのではないかと今は思っていま
す。
そして早くこの状況から世界中から脱し、また国を自由に行き来できる

日が来ることを心から願っています。



アメリカのコロナ事情

15国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

ケリング眞理子 関連国アメリカ

1978年に留学先のフロリダの大学で出会った

アメリカ人の夫と1984年に結婚。フロリダ、カ

リフォルニアを経て現在ワシントン州のスポ

キャンに住む。1992年に一人息子が誕生。

マスク派VS反マスク派の対立。コロナによる死者50万人
を超え。

＜娘の七夕の願いごと＞

私と夫は5年前に24年余り住んだシアトルを離れて、同じワシントン
州の東端のスポキャンに引っ越して来ました。ここは人口22万人の、
州で2番目に大きい都市ですが、ハトやすずめのように、野生の七面鳥
が日常見られるような野性味溢れる自然に恵まれた土地でもあります。

coronavirus-us-maps-and-cases

file:///C:/Users/tec/Desktop/JAIF03号/3号特集/ケリングまりこ/coronavirus-us-maps-and-cases
https://edition.cnn.com/interactive/2020/health/coronavirus-us-maps-and-cases/
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ケリング眞理子 関連国アメリカ

去る2021年2月22日、アメリカでのコロナによる死者は50万人を超え、
町の至る所では死者をいたむために半旗の星条旗が翻っていました。昨
年の1月21日にこの国の最初のコロナ感染者が見つかってから早くも2ヶ
月後に、感染者数で世界のトップに立ってしまったアメリカ。

こうなった原因が「マスク問題」で
あるのは明らかです。この国でコロナ
感染が始まった頃、国民の健康を守る
任務を任されたCDC（アメリカ疫病予
防センター）もNIH（国立衛生研究
所）もマスク使用の重要性を認めず、
CDCがそれをコロナ収束の有効な手段
として国民に奨めたのは、4月に入って
からでした。

11月の大統領選挙を控えてマスク使
用が政治がらみになり、マスク嫌いの
トランプ氏を支持する反マスク派の共
和党、マスク派の民主党という図式が
出来上がったこともコロナ収束に取り
酷い痛手となりました。7月には州全体
に公共の場でのマスク使用命令が発令
されましたが、この際もマスク拒否の

客と店員の間のいざこざが所々で起こったり、反マスク運動が各地で
おこりました。マスク使用を強制するのは、個人の自由の侵害だ、とい
うのです。コロナは感染していても無症状の人がいて、もし自分がそ
の様な人であった場合、他への飛沫感染を防ぐためにマスクをするの
だ、ということがなぜこうも理解できないのか、私は腹立たしい思いで
した。（昨年の7月から8月にかけての世論調査：マスク使用率が民主党
97%、共和党が70%）
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ケリング眞理子 関連国アメリカ

州によって対策はそれぞれ異なりましたが、私の住むワシントン州

では、昨年の3月23日に初めて「自宅待機令」が発令されて不要不急の

外出が禁じられました。日常必要とされない職種全てと教育機関が一

時閉鎖となり、自宅勤務やオンライン授業が行われるようになりまし

た。医療現場でもまずビデオや電話で医者と面談した上で必要とみな

された時のみ医院に足を運ぶ様になり、処方箋は送付してもらったり、

指定された場所に車を止めた上で、医局員に持って来てもらえる様に

なりました。その後感染状況に応じて種々の制限が緩和されたり、引

き締められたりを繰り返しましたが、結局11月には春以来のロックダ

ウンとなりました。

第1波、第2波そして第3波を乗り越え

6月から8月の第2波と10月から2月の第3波をなんとか乗り越えたスポ
キャンは、2月中旬には晴れて2ヶ月ぶりにレストラン、スポーツジムな
どが人数制限付きで開店し、それまで禁じられて来た居住者以外の人と
の集まりも5人まで可能になりました。

ワクチン接種開始、しかしマスクによるこの国の分断は
続く

12月中旬からワクチン接種が始まり、病院、各種クリニック、
スーパー、スポーツ施設などで連日行われていますが、まだ供給が
需要に追いつかない状態です。予約はコンピューターが主流の為、
コンピューター操作に不慣れな老人は予約取りに苦労をしています。



アメリカのコロナ事情

18国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

ケリング眞理子 関連国アメリカ

現在ファイザー、モデルナとジョンソン&ジョンソンの3種のワクチン

が使用されていて、先発グループの医療従事者、高齢者、教師、保母さ

んなどが接種対象になっています。これらのワクチンを接種することに

よりコロナから守られるかどうか、又接種後にコロナに感染した人が他

に移す可能性があるか、などはまだ分かっていないので、今後もマスク

使用、社会距離、手洗いなどの継続が求められています。

ワクチン接種が日々進んでいる現在、当地では感染者数、入院者数が
共に減り続けているので、3月に入ってからは多くの学校が少なくとも、
週の何日かは開校するようになり、多くのビジネスも再開しています。
今後の課題はまず国民の大多数（70％から85%）に接種をおこない集団
免疫を達成することでしょう。しかし2月11日付のスポキャンのローカ
ル誌によると、すでに受けた、受けるつもりと答えた人が 67%に対して
受けない、多分受けないと答えた人が32%だったそうです。また、新た
な問題としてコロナ変異種が世界各国で見つかっていますが、こうした
変異種は現時点で7種も見つかっているそうなので、ワクチン製造元は
時を争って変異種の多くに効くワクチン製造の研究に日夜励んでいます。
我が州のみならず、国全体でも新しい感染者数や死者が減って来てい

て明るい気持ちになっていたところ、先日となりのアイダホ州では州議
会堂前に集まった反マスク主義者たちが持ち寄ったマスクを燃やす、と
いう示威行動を行なったと言うニュースが流れました。「マスク使用命
令」が個人の自由の侵害で違憲だと言うわけです。残念ながら、まだま
だマスクによるこの国の分断は続きそうであります。

4月を目前にした現在、アメリカ全国において再び新感染者数や入院
患者数が増加する傾向を見せています。CDCのディレクターをはじめ多
くの専門家達は第４波の発生を危惧し、国民にワクチン接種、コロナ対
策の徹底を強く勧めています。第４波が来ないことを祈るばかりです。



My life in New York During COVID-19
コロナ禍の中での私のニューヨーク生活

19国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

ニューヨーク市在住のPRプロフェッショナ

ル。25歳。在日韓国人の母親とコロンビア系

アメリカ人の父親を持ち、様々な文化に囲ま

れながら東京で育つ。大学進学にともない渡

米し、国際関係を学ぶ。また、英語の教師と

して、韓国の済州島に1年間滞在した経験を

持つ。現在、ニューヨークのPR代理店に勤務。

非営利団体がメディアに活動のストーリーを

伝える支援、執筆を担当。

思わぬ恐怖と不安が新社会人を襲った

ニューヨーク市もやっと暖かくなり始めた2020年3月末、新しい仕事
を始めたばかりの私は、ニューヨークに暮らす社会人として、人生の新
しいステージに踏み出すことに胸を躍らせていた。ところが、そこには
思わぬ恐怖や不安が待ち受けていた。新型コロナウイルス感染の拡大が
トップニュースとなりはじめ、中国や韓国の各地ではロックダウンが行
われていた。東京で暮らす母親と姉に連絡をとると、彼女たちも感染の
拡大が東京に及ぶことを危惧していた。幸い私の家族は無事だったが、
私はこのまま状況が悪い方向に進んでしまうのではないかという恐怖を
抱き続けていた。
私の予測は的中した。その後、アメリカの各地でも新型コロナの感染

者が確認されるようになり、カリフォルニア、テキサス、そしてニュー
ヨーク州でも感染者が確認された。地下鉄や町の通り、そしてオフィス
の中では、人々がうろたえ、パニックになっていた。公の場で誰かが咳
やくしゃみをすると、人々は恐怖のまなざしであたりを見回した。ある
日オフィスへ行くと、突然自宅待機を通告された。私の頭の中では、こ
れは予防的措置であり、2・3週間もすればオフィスに戻れるものと考え
ていた。

その夜、私は数名の友人たちと会い、この恐
怖について語り合った。「これから2・3週間
の間、夜出かけられなくなるなんて信じられ
ないよ」私の友人はドリンクを飲みながら、
そう言った。

原文ENGLISHはこちら

https://www.thirdeye.jp/public/JAIF_No3_AC.pdf
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カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

得体の知れないものに対する恐怖との闘い

翌朝、私は軽い咳と微熱で目を覚ました。たいしたことはない、と私
はそのことを極力考えないようにした。しかし症状は悪化する一方。翌
日の夜には高熱となり、突然味覚や嗅覚を失い、胸に強い痛みを感じた。
私はパニックに陥った。しかし困ったことに、街中のあらゆるものが
シャットダウンし始め、病院には瀕死の患者が殺到していた。助けを求
めて電話したすべてのクリニックや病院からは、私が「ハイリスク」の
患者ではないという理由で断られた。医師からは、検査はできないが感
染していると考えるようにと指示された。身体の痛みや熱、そして胸の
痛みも辛かったが、感染の初期から最も苦しかったのは、得体の知れな
いものに対する恐怖だった。

幸い私の症状は約1週間後、徐々に消えていった。その時点で、私が
実際にコロナに感染していたかどうかを確認する術はなく、暗闇に取り
残された気持ちだった。私は、コロナに感染したことを恥ずかしいこと
と考え、そのことは誰にも話さなかった。
回復してからの数ヶ月間は、静寂と騒音が入り混じった日々だった。

私のアパートは、もよりの病院にほど近い交通量の多い街角に面してい
たため、必死でニューヨーカーの命を救おうとする、街中に鳴り響く救
急車のサイレンの音で、私は何度も夜中に目を覚ました。
サイレンの音が聞こえないときは、街は静寂に包まれていた。通りには
歩行者や車の姿もなく、がらんとしていた。かつて賑やかだった歩道を
歩く人も、めったに見ることはなかった。地元の露天商も、私のアパー
トの外に立つことはなく、子どもたちの公園も、まるで事件現場のよう
に黄色のテープで閉鎖されていた。私の窓からの景色を見ただけで、最
悪のシナリオが始まったことがわかった。ニューヨークは、まさに新し
いパンデミックの震源地となった。



My life in New York During COVID-19
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カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

自分の部屋の四方の壁以外の世界に、私がアクセスする唯一の手段が

ニュースだった。1日の死亡者数は、日々大幅に増加していった。フラ

ストレーションからソーシャルメディアのフィードをスクロールすると、

科学者や、政治家や、果ては大統領までもが、このウィルスとの向き合

い方に、それぞれ相いれないツイートをしていた。ソーシャルメディア

では、今世界で起こっていることについて、誰もが自分の専門知識や意

見を伝えようとしているかのようだった。

パンデミックが、人間の最も醜い部分、たとえば人種差
別や偏見、そして憎しみといったものをあらわに

しかし、6月が近づくと何かが変わり始めた。白昼堂々、警察官の手
によってジョージ・フロイドが殺されたことは、全米に衝撃を与えた。
警官に拷問されて殺される黒人男性の映像を見たときの怒りは、すでに
ある傷口に、塩を塗りつけられたかのようだった。新型コロナの感染拡
大がアメリカ人たちを家の中に閉じ込めていたものの、フロイドの死を
きっかけに、私たちは家を飛び出して街に出て、街中でデモを行った。

こうしたバーチャルな喧噪に囲まれて
みてわかったことは、この未曾有の災害
に対処するためのリーダーシップが、私
の街にも、そしてこの国にも欠けている
ということだった。
毎日この混沌とした状況を理解するの

に精一杯だった私は、日が経つにつれて
絶望感と無力感に襲われた。

その夏、私は、ほとんど毎週末、黒人
の命よりも警察を守ることを選んだ政府
によって殺害されたジョージ・フロイド
のために、正義を訴え、そしてそれを要
求して、ニューヨークの大通りを何百人
ものプロテスターたちとともに行進した。
黒人に対する人種差別に加えて、アジア
系アメリカ人のコミュニティーもまた、
憎しみのターゲットとなっていた。
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カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

パンデミックが発生してからとい

うもの、多くのアジア系アメリカ人

が、全米各地で人種差別を理由とし

た暴力の犠牲になった。「中国ウィ

ルス」という言葉が、ソーシャルメ

ディアで使われただけではなく、保

守系のニュースコメンテーターの口

から、そして前大統領の口からさえ

も聞かれたのだ。

無力感、孤独感、絶望感などのネガティブな感情に
負けない

ニューヨークのチャイナタウンのビジネスは立ち行かなくなり、ひと
つ、そしてまたひとつと、老舗の企業が廃業していった。私の友人の中
国人や、日本人や、韓国人の中には、同じニューヨーカーから攻撃を受
ける不安から、公共交通機関を利用したり、通りを歩くことさえも怖が
る人たちが出てきた。パンデミックが、人間の最も醜い部分、たとえば
人種差別や偏見、そして憎しみといったものをあらわにしたのだ。

こうした憎しみや偏見の中、私は、ロックダウンが始まって以来感じ

ることのなかった感情を持つようになった。人々の抗議行動や、アジア

系アメリカ人に対する憎悪が頂点に達した頃、ニューヨークの多くの

人々は、行動を起こす必要性を感じ始めていた。私は、3月以来会って

いなかった友人と、現在の世界の状況について率直な議論を交わした。

また、警察の暴力によって他の黒人たちが亡くなったというニュースが

絶え間なく流れてくるなか、私は同居する父と、警察による暴力や、構

造的人種差別といった、話しづらくはあっても、話さなければならない

話題について話をするようになった。私は、自分が通っていた東京のイ

ンターナショナルスクールの卒業生とZoomで会話をし、人種差別がア

メリカ、または欧米だけの問題ではなく、ニューヨーク市から何千マイ

ルも離れている私自身のふるさとのコミュニティーにまで浸透している

問題であることについて議論した。
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23国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

夏の間に起こった出来事は、ある種の再確認であった。つまりそれは、

無力感、孤独感、絶望感などのネガティブな感情に負けるのではなく、

行動を起こし、自分の周りの世界とつながる必要性だった。

身近なところで言えば、私はニューヨークの自分の近所で、地域の絆

を深める活動に参加し始めた。パンデミックにより、何百万人ものアメ

リカ人が職を失ったことは紛れもない事実であり、またその結果、多く

のリスクを抱えた人々（特に高齢者など）が、基本的な支援を求めて家

を出ることに不安を感じていた。こうした中、各地で「相互扶助組織」

と呼ばれる団体が結成され始め、地域住民が、新型コロナ検査キットや、

食料品などの生活必需品を支給するために、ボランティアとして時間と

労力を提供するようになった。

私が住むニューヨー
クのハーレムでも、独
自の相互扶助組織を
作っていることを知り、
すぐに参加した。相互
扶助のボランティアを
していると、他では出
会う機会がなかったで
あろう近所の住民の
方々とたくさん出会う
ことができた。私が毎
週食料を届けていた隣
人の一人であるローザ
は、私の家から数ブ
ロックしか離れていな
いところに住んでいた。
スペイン語がほとん

どできない私と、英語
がほとんどできない彼
女は、短いながらも心
のこもった会話を交わ
した。
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24国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

カマーゴ・ニコラス 晃 NY在住

ローザから、彼女の住む建物には、マスクや失業手当をもらう方法も

よく知らない人が多いと聞き、ショックを受けた。彼女は、こうしたボ

ランティアグループが、自分たちが生き延びるためにしてくれている活

動に、とても感謝していた。私は、ボランティアに参加したことで、身

近な人たちにとってのパンデミックの深刻さを痛感した。コミュニ

ティーの絆を作ることで、私は自分の身近な世界が直面している課題に

目を向けることができたのである。

家族や、友人、そして隣人たちといった、様々なコミュニティーとの
つながりを積極的に求めることで、このパンデミックの中で、私は正気
を保つことができただけでなく、目的意識をも持つことができた。様々
なアイデンティティーを持つ国際人のひとりとして、パンデミック、そ
して夏場の抗議活動は、自分が参加するすべてのコミュニティーで行動
を起こすことの意義を私に植え付けてくれた。

パンデミックの時期にこの街に住んでいたことで、自分が成長し、多
くのことを学んだことを誇りに思う。春も近づき、ワクチン接種などの
明るいニュースが報道されているが、私は今回得た教訓を今後も生かし
ていきたいと考えている。



「人類とコロナウィルスの闘い」のフィナーレは？
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宮内はるみ 英国在住

英国はヨーロッパでトップのコロナ感染先進国

同じ英国会員のハワード弘子さんに、「英国
のコロナの状況を書いてくださいませんか？」
と頼まれたあとにPCが壊れました。古かったの
で買い換えようと思い探したら、どこにも在庫
がない、売り切れ状態です。きっと、ロックダ
ウンで在宅勤務やオンラインレクチャーやセミ
ナーが主になってPCの需要が増したのだと思い
ます。
英国は、クリスマス前から始まったロックダ

ウンが続いています。
ピーク時は、一日の感染者が1600人、コロナ関
連でなくなった人が12万人、残念ながらこの国
はヨーロッパでトップのコロナ感染先進国です。

現場の状態は厳しさを増すばかり

私の職業はNHS(National Health Service)で働く助産師です。

去年3月の第一波の時は、36週以降の妊婦さんたちは、出産に備えて自

宅隔離をするということになっていたので、マタニティ病棟ではコロナ

陽性者をみることはほとんどありませんでした。第三波になってから、

一般病棟は600人のコロナ感染者が入院していて(1月16日の時点)、これ

は全部の入院患者さんの1/3にあたります。

重症患者さんの数もうなぎ登りで、ICUは満床、普通病棟がコロナ病棟

になり、スタッフが取られ、人手不足でみなが疲れて、病欠が増え、慢

性の人手不足、という悪循環です。

今回の変異種コロナウィルスの感染力は半端なく、マタニティも妊産

婦さんの陽性者がどんどん増えて、私の勤務するハイリスク産前産後病

棟にも「コロナ部屋」が出来ました。

シフトのたびにコロナ陽性者のケアをして、バイザー、マスク、ガウ

ン、手袋といった医療従事者が自分と患者さんを守るために身に着ける

装具である、PPE（Personal Protective Equipment）も完全ではない状態で、

現場で働く医療従事者はいつ感染してもおかしくありません。
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宮内はるみ 英国在住

自分は自分で守るしかないと痛感

去年３月に義母(93才)がCovid-19に感染して入院しました。
一時はもうダメかも知れないという状態だったのですが、奇跡的に回復
しました。
私たちは、彼女のフラットから歩いて10分という近所に住んでいるので、
自宅隔離をしている義母に食料品や薬を届け、身の回りのことなども手
伝う、いわゆるケアバブル*です。
*バブルというのは、同じ屋根の下に住んで一緒に生活している家族や
同居人ですが、一緒に住んでいなくても、高齢者・病人・障害者をケア
する人はケアバブルとして、会うことができます。
義母がCovidで入院した後、すぐに主人と子供たちも検査をして、陰

性と判明し、ほっとしました。私は週２回ホームキットで検査していて
ずっと陰性、それに血液検査も受けて、コロナの抗体がまったくないこ
とがわかりました。
普段はインフルエンザの予防接種も受けず、それでも風邪ひとつひか

ないという、免疫力の強さには自信がある私ですが、今回はそれだけで
はすまない危機感を感じ、自分は自分で守るしかないと痛感し、ワクチ
ンを受けることにしました。
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27国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

宮内はるみ 英国在住

英国は去年の暮れから、ケアホームの住民と８0歳以上の高齢者、そし

てフロントラインで働く医療従事者を優先に、コロナ予防接種のプログラ

ムが始まりました。新年からは既往症のある人+55歳以上の人たちへの接

種も始まり、乳ガン治療中の40代の友達にも予約がきました。

2月20日の時点で、第一回目の接種を受けた人は17.5ミリオン(国民大人の

32.7%)。

ロックダウンとワクチンの成果か？

「Life back to normal」7月までに！

予防接種を受けた人たちによると、個人差はありますが、注射した部
位が痛い、腫れる、軽い発熱、倦怠感、風邪症状、などの反応があるよ
うです。ロックダウンとワクチンの成果があって、感染者数、死亡者数
が収まってきています。３月8日から、少しずつロックダウンが緩和さ
れることになりました。まずは学校が再開され、野外で友達2人と会っ
ておしゃべりが出来るようになります。

3月29日からは6人までのグループ、または2家族が会えるようになり、
フットボール、ゴルフ、テニスといった野外スポーツが出来るようにな
ります。4月12日からはデパート、洋品店、美容院やジムが開きます。
5月17日からパブやレストランの中で飲食が可能になり、結婚式のゲス
トが30人まで許可され、運動場やコンサート会場が再開されます。(あ
くまでも用心しながらということで)
ボリス ジョンソン氏は6月21日以降、すべての規制をなくし、感染

率の上昇がなければ、7月には「Life back to normal」という目標を掲げ
ました。パンデミックの１年間、「人類とコロナウィルスの闘い」とい
うまるでフィクションの映画のような世界に住んできた私たち。
映画のフィナーレが、ハッピーエンディングになるかどうかは、私た

ち次第ではないでしょうか。



Roadmap out of lockdown
ロックダウンの緩和に向けたロードマップ

「人類とコロナウィルスの闘い」のフィナーレは？

28国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

宮内はるみ 英国在住
静岡市出身、在英３５年。英国人の夫、４人の子供たちとロンドン郊外で暮らす。
UCL(ユニバーシティーカレッジロンドン）で、看護と助産を学び、現在はNHS（ナ
ショナルヘルスサービス）の病院に、助産師として勤務。近所の日本人妊婦さんや育
児中のママたちを集めて、お茶会、ベビーマッサージクラスを開催。日本人助産師の
仲間たちと一緒に、おしゃべり相談会を開催。

https://www.gov.uk/government/publications/covid-19-response-spring-2021/covid-19-response-spring-2021-summary
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ノリス恵美（のりす・えみ）ドイツ・ベルリン在住

1978年からドイツ・ベルリン市に住んでい

ます。英国人の夫と２人の息子（すでに独

立）がいます。1982年から『女の会 ベルリ

ン』会員。国際結婚を考える会とのお付き合

いもその時からです。ベルリンの壁崩壊

（1989年）以降は観光業をしていました。

人々の心に届いたメルケル首相発言

ドイツのコロナ禍の第１波（2020年3月、4月）では、人々は初めての
ロックダウン経験に戸惑いがちではありましたが、決められたことを真
面目に守る国民性を発揮して、うまく乗り切った感があります。小麦粉、
パスタ類、乾燥イースト菌、トイレットペーパーや消毒剤、マスクなど
が店頭から暫くの間姿を消していましたが、多分ヨーロッパ中が同じよ
うな状況ではなかったかと思います。私自身は生活用品に不自由は一切
感じませんでした。毎日コロナ罹患者数や死亡数の国際統計を見つめて
は、他のヨーロッパ諸国に比してドイツは感染者死亡率が圧倒的に低い
ので、また連邦政府が色々と援助金を出す決定をしたこともあって、

「ドイツって立派よ
ね～」とか「国家が
私たちを守ろうとし
ているわ～」などと
感じ入っておりまし
た。メルケル首相の
発言は、人々に緊急
時に困難を分かち合
い、信頼し合おうと
いう気持ちを起こさ
せるものでした。こ
れはとても大切なこ
とだったと思います。
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ノリス恵美（のりす・えみ）ドイツ・ベルリン在住

コロナに罹患しないことが義務

私的には観光業が総崩れとなりましたが、そもそもすでに年金生活者
であり、観光業は趣味でやっているようなものでしたから、援助金を申
請するほどの経済問題ではありません。実にヒマですから借りている家
庭菜園の手入れをする毎日。粛々とルールを守って暮らし、コロナに罹
患しないことが義務だと思って暮らしました。
それでも３月末から週に１度、２時間程度の森の散策を友人と２人で

始めました。これは規制が緩むに従って次第に参加希望者が増え、９月
には最高９名にまでなりました。心身の健康のために必要だったので
しょう。11月以降は規制が厳しくなったので、参加人数はまた２名に
戻っています。また私は高齢の独居の日本女性のためのお買い物と訪問
をするボランティア活動を週に1回しているのですが、これも夏以降再
開し現在に至っています。リスクはあるのですが、やはり必要なことで
す。

６月には感染者が減ったので、このチャンスを逃すものかと私たち夫
婦と次男とそのパートナーの４人で南ドイツとチロル地方に12日間滞
在しました。夫は８月に仲間と一緒にオーストリアに２週間のサイクリ
ング旅行にも行っています。私たちは罹患することなく現在に至ってい
ますが、この辺りから全体的に気の緩みが出てきたのでしょう。８月半
ばあたりから徐々に罹患者数が増え、10月からは激増し、この第２波
ではドイツの感染者死亡率も他のヨーロッパ諸国のそれと変わらなく
なってきました。自治意識の高い各州に中央政府が押し切られ、介護施
設の高齢者を守る政策が大幅に遅れた、第２波対策を取ることが遅れた
等が原因に挙げられています。11月からは規制が強化され、さらに12
月半ばからはロックダウン状態がずっと続いてきました。

気の緩みから徐々に増え、パンデミーに
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ノリス恵美（のりす・えみ）ドイツ・ベルリン在住

１月には死者数が千名を超える日が数日あり、どうなることかと案

じられましたがようやく漸次減少傾向となり、３月からは状況に応じ

て徐々に規制が緩和される予定です。12月末にごく健康だった知り合

いの男性（74歳）が罹患し、突然亡くなったことは大きなショックで

した。身近にこうしたことが起きて、初めてパンデミーの恐怖が現実

のものとなります。

マスク無料配布と企業への援助金

12月には60歳以上の人と糖尿などの持病を
持つ人への高性能のマスク３枚の無料配布が
始まり、２月には健康保険会社を経由して連
邦政府からマスクのクーポン券（６枚ずつ２
回、自己負担は１回につき２ユーロ）が郵送
されてきました。12月半ばからは公共交通機
関や店舗などでは高性能なマスクの着用が義
務づけられたので、これも老人にはありがた
い施策でした。

援助金については詳しくはわかりませんが、ある小さなコンサル
タント有限会社を経営している人の話によると、現在までに２回、
合計１万４千ユーロ程度の援助金を受けたそうです。申請は税理士
を通して行い、過去の業績や必要経費等を明らかにせねばならず、
決して簡単ではなかったとのこと。

この２回分の援助金は返
却の必要がなく、大変あ
りがたかった、しかし業
務が皆無な間のオフィス
の家賃等を完全にカバー
できるほどではなく、や
りくりが苦しいのは何処
も同様、幸い仕事の依頼
が増加してきているので、
３回目の援助金（返却が
条件）の申請はせずにす
みそうだ、と語ってくれ
ました。

新型コロナ: ドイツ、企業向け補助金突出 EU全体の4割強: 日本経済新聞 (nikkei.com)

https://www.nikkei.com/article/DGXMZO61451600T10C20A7FF8000/
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ドイツで「反コロナ」デモ 新型ウイルス規制などに抗議、300人逮捕 - BBCニュース

ノリス恵美（のりす・えみ）ドイツ・ベルリン在住

また最近はワクチン接種の招待を受ける高齢の知り合いが増えつ

つあります。接種を行う会場はベルリン内に6ヶ所ほどあり、予約を

しますが、自宅からの往復に無料のタクシー利用が可能だと聞きま

した。なんと高齢者に手厚いことよ、と感心するばかりです。こう

した施策は「ドイツ国民」ではなく「住民」を当然に対象としてい

ることを強調しておきます。

施策はドイツ「住民」に。一方ネオナチ極右に注視を。

私の一番の気がかりはドイツ統一以来の様々な不安を持つ、あるいは
難民政策に不満な人々やネオナチ、その他のポピュリストが反コロナ政
策の旗印のもとに結集していることです。数千人、時には数万人規模の
集会がたびたび開かれています。ちょっと想像を絶します。「ドイツに
住んでいてよかったわ～」と素直に感じてはいるのですが、のんき過ぎ
ますね。
極右の動きにはもっともっと敏感になるべきです。対決せねばならぬ

場面もあるかもしれません。

国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

https://www.bbc.com/japanese/53962958
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S.K スイス在住

言葉も価値観も異なる州で作られたスイスの不協和音

ウイリアムテルがなぜ息子の頭上のリンゴを射落とすことになったか
ご存じですか。スイス建国伝説によれば、現在の連邦中央部にあたる地
方の悪代官ゲスラーが杭の上に自分の帽子をかぶせて「オマエらここを
通る時コレにあいさつせい」とお触れを出しました。ハプスブルグ勢力
への服従強要を象徴したエピソード。テルが無視して通るのをとがめて
下した罰がリンゴ射ちだったのです。
そもそも王、皇帝などの支配勢力の辺境地域で反抗する三つの州が自

治を掲げて作った国がスイスだそうです。

ドイツ系フランス系
イタリア系の言葉も
価値観も異なる村や
町が加わって同盟州
が増え、州を束ねる
仕組みを連邦とした
700余年の歴史の延
長線上に、今現在の
伝染病対策の不協和
音があるのが見える
気がします。

復活したベルリンの壁？ 園芸店の開店許可から

コロナによる閉鎖策第一期は2020年3月17日から4月末まで続き、その
後段階的に解かれました。商店、レストランはもとより学校，スポー
ツや文化施設もすべて閉鎖、ドイツとの国境にはフェンスまで設置さ
れ、まるで復活したベルリンの壁。戦争を知らない者にとって生まれ
て初めての日常の喪失でした。
スーパーマーケットの入り口は一か所に絞られ、店員が立って人数制

限していましたが、ものものしさの割には入店を待たされることは稀
でした。ところがその頃近くの森に入ると、まるで町中の人が森林浴
に来たかのようで、スーパーマーケットより密な混雑ぶりにびっくり。
珍しくぽかぽか陽気の続く4月でした。
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チューリッヒやルツェルン
の湖沿いの並木道には陽気に
誘われた人出防止のため数キ
ロに渡って柵を巡らせました。
それでもくぐり抜けて侵入す
る人が後を絶たず、日を追う
ごとに警官を増員するイタチ
ごっこになりました。水仙や
プリムラが咲き終わり、庭仕
事がしたいというわたしを含
む国民の不満爆発の直前に安
全弁を開いた格好で、まず園
芸店が4月末開店許可になり
ました。

閉まったレストランのテラスで日光浴する人達

マスクはまだ品不足で購入不可。調達が遅れた言い訳か、買いだめ
防止のためか、記者会見で厚生大臣と対策本部長が並んで「マスクの
効果は疑問」と発言して物議をかもしました。うちには以前の鳥イン
フルエンザの時から買い置きのマスクがあったので、それを着けて
さっそく行きつけの大型園芸店へ。入り口で入店者数制限のための札
を取り、他の客に接近しないよう恐る恐るゼラニュームやベゴニアを
選んで2メートル間隔の行列に並び、現金お断りと書かれたレジで
カードで支払って入店札を返す、それだけの事でも解放された喜びが
ありました。
同じ頃美容院も再開し、白髪からも解放されてやれやれ。5月中旬

二か月ぶりに学校再開、レストランもテーブルの間隔を最初は2ｍ、
その後1.5ｍにして営業。国境が休暇シーズン直前の6月中旬から開か
れ、抱き合って喜ぶおばあちゃんと孫の姿がテレビに映りました。夏
にはほぼ平常の生活に戻ってみんなマスクもせずこのまま収束のつも
りで居たのです。
毎年行っているクロアチアの海辺の町では観光客が2割がた少なく、

レストランでの順番待ちがなくて快適な夏休みを過ごせました。

S.K スイス在住
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二年前から予約していた10月の中東巡りのクルーズは、ダイアモンド
プリンセスの例を見て予測していた通り催行中止になり、代わりに9月
に近場へ旅行。普段はアジアからの観光客に占拠されているインスブ
ルック、ザルツブルグ、ローテンブルグを巡り、有名なノイシュバン
シュタイン城もゆったり見物。日本のGO・TOのような割引はないどころ
か、ホテルによっては料金は同じで掃除抜き、タオル交換なし、レスト
ランはメニューの限定、早じまいなど不都合もありましたが、落ち着い
て観光できる前代未聞のチャンスでした。

州まかせで分かりにくい規制
秋の深まりとともに感染者数は爆発的に増えだし、近しい人の中にも

陽性の人が現れて事態は逆転。それでもなおスイス人のマスク不信は
根強く、アジア人のわたしがマスク姿で歩けば周囲の人がぎょっとし
て道を空けてくれる、という妙な効果がありました。事態の深刻度と
共にマスク着用義務の範囲が電車やバスの中、続いて建物内、やがて
街じゅうへと拡大。クリスマス直前になって春よりはゆるい第二期閉
鎖策が発表になりました。
ところが細かいところは州に決定を任せるとのことで、いったい何が

ダメで何が許されているのか分かりにくい状況になりました。ファッ
ションブティックの系列店がとなりの州は営業中、こちらは閉店。同
じ商店街でも靴屋は閉まって靴下屋は開いているという具合。ちょう
ど歳末バーゲンの時期だったので、開いているチューリッヒ州の
ショッピングセンターに周辺の州からも買い物客が殺到して、超密状
態になる騒動がありました。

スーパーマーケットの禁制品のコーナー

S.K スイス在住
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「よそ者のさしずは受けん」と叫ぶシーンが目に浮かぶ

年が明けて1月18日からは統一が図られ、すでに年末から閉鎖になっ
ていたレストランやスポーツ施設、劇場に加え商店も全国で閉まること
になりました。ただし、食料品、医薬品、文房具、下着や靴下などいわ
ゆる日常生活必需品は販売して良いのです。いつも行くスーパーマー
ケットでは、禁制品のコーナーにテープを張り巡らし「販売不可」の紙
が貼ってあります。手を伸ばせば取れるので、試しにタオルを手に取っ
て読み取り機のセンサーをバーコードに当てると、ちゃんと購入登録で
きました。そのまま持って帰れば万引きじゃないけど違法行為。防犯カ
メラで見られていたら警察に通報される？当たり前の行為と犯罪がこん
なに近くて紛らわしいのは人生初の経験です。

人と人との接点をゼロにするわけにはいきません。ではどこまで活動
の自由を束縛するか、だれが決めるのでしょう。伝染病法により連邦に
全権限があるのかと思えば、厚生大臣の方針発表の翌日には州がこぞっ
て異議の申し立て。一般市民は右往左往の末、各自自己責任で行動する
と腹をくくった感じです。今回の閉鎖策では学校は除外されました。け
れども個人の判断で子供を学校に行かせない保護者が居ます。これは違
法行為ですが、逮捕者が出たとは聞きません。
三度の飯よりカーニバルというバーゼル人のグループが禁止令を破っ

て仮装で市中を練り歩き、警官と押し問答する場面がニュースになりま
した。こちらも逮捕も罰金もなし。

S.K スイス在住
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スイスらしい混沌の中で暮らすわたしたち

窮状打開の鍵はワクチンですが、１月中旬から接種の申し込みがネッ
トで可能になり、わたしもさっそく登録。一ヶ月半経った今もワクチン
不足は深刻で、順番のお知らせを歯がゆい思いで待っています。ところ
が先日発表されたアンケート結果では、ワクチンを希望する人は全体の
49％に過ぎないとのこと。連邦は接種料金の本人負担をゼロにして奨励
していますが、笛吹けど・・・の手前の段階でワクチン懐疑派の声を尊
重して、笛がラッパにならないキャンペーンのやり方を模索中。
「おかみ」のお触れへのアレルギー体質が遺伝子に刻まれた国民と、

25％の外国人が共生している国ですから、不満の爆発を回避しつつ一貫
性のある感染対策を進めるのは不可能なのかもしれません。小さい爆発
に手を焼きながら徹底しない対策を連邦と各州・各自治体が知恵を絞っ
て講じている、いかにもスイスらしい混沌の中にわたしたちは暮らして
います。
「欲シガリマセン勝ツマデハ」と一丸になって、あらぬ方向に直進す

るよりはいいでしょうか。

レストランは閉鎖だけどテイクアウトはOK。それでは買った食べ物を
店のテラスに座り込んでスキー客が食べるのは違法、合法？「ゲレンデ
のレストランもテラスを閉鎖せよ」という厚生大臣の指示に盾ついて、
スイス建国の起源となった三つの州を中心とする山間部の州が営業許可
を続けています。シーズンを逃せば破綻するスキー村の頑固さはご先祖
様のテル譲り。
雪焼けした山男達が口々に「よそ者のさしずは受けん」と叫ぶシーン

が目に浮かぶようで、連邦と州との駆け引きが注目を浴びています

S.K スイス在住
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朴沙羅 フィンランド在住

京都出身の日韓ダブル・重国籍。2020年2月より

フィンランドに移住。日本人男性との間に2人の子が

いる。

日本でも韓国でもない国で暮らしたい、
そしてフィンランドへ。

私は京都生まれ京都育ち、日韓ダブル重国籍の大学教員です。
2011年に日本国籍を持つ男性と結婚し、2014年と2017年に子どもを出
産しました。日本でつつがなく生きていこうと思わなくもなかったので
すが、日本でも韓国でもない国に暮らしたいという気持ちを抑えられず、
海外の大学の仕事に応募すること5年目になった2019年の秋、ヘルシン
キ大学文学部の講師として採用が決定しました。
私は2020年2月に、子どもたちは3月の半ばに、フィンランドに行くこ

とになりました。ところが、3月16日からフィンランド政府は緊急事態
宣言を発令しました。子どもたちがヘルシンキに到着したのはちょうど
その日の午後でした。

緊急事態宣言を発したとはいえ、フィンランドで言われているロック
ダウンは、他のヨーロッパ諸国と比較するととても緩やかなものでした。
10人以上の集会が禁止され、大人は可能な限りリモートワークに、小学
校3年生（日本でいうところの小学校4年生）以上はオンライン授業に

切り替え（ただし給
食は実施されていま
した）、飲食店は休
業を余儀なくされ、
公共施設が閉鎖され
ましたが、3月末に
フィンランド南部の
ウーシマー地域（首
都圏を含む）と他地
域との交通が一部規
制されるまで、個々
人の移動は制限され
ませんでした。
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手厚い保育の中で子どもたちはたくましく成長

朴沙羅 フィンランド在住

そんな状態でいきなり始まっ
たヘルシンキでの生活でしたが、
子どもたちはたくましく成長し
てくれました。上の子は6歳、下
の子は3歳で、毎日バスに乗って
職場近くの植物園の中にある小
さい保育園に通いました。緊急
事態宣言発令中は、登園を自粛
していた家庭も多かったため、
園児よりたくさんいらっしゃっ
た先生がたに、子どもたちを手
厚く保育していただきました。
下の子のためにわざわざ日本語
のできる先生が来てくださり、
上の子はマンツーマンでフィン
ランド語を教わりました。園長
先生と隣のクラスにいる日本人
の先生は、毎日2人の様子を見に
きてくださっていました。

6歳の8月から始まる就学前教育が、
その小さな保育園では開講されない
ことから、夏からは自宅近くのやや
大きい保育園に移らざるを得ません
でした。今でもときどき、子どもた
ちと以前通っていた保育園の話をし
ます。

日本とフィンランドの出入国・自主隔離

今のところ、働き始めてからほぼ1年、リモートワークしかしてお
らず、まだ新しい仕事を始めた気がしていません。まさか移住とほぼ
同時にこんなことになるなんて、と思いつつ、なかなかできない体験
をしていると思うとワクワクします。
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と言いつつ、この1年間は日本とフィンランドとの行き来に骨が折れ
ました。私も子どもたちも日本国籍を持ち、フィンランドの滞在許可が
あるため、日本とフィンランドへの入国は可能です。行き来ができるだ
け、恵まれていると言えるでしょう（飛行機自体が飛ばない時もありま
すが）。
しかし、私一人だけで行き来するならまだしも、日本入国後に子ども

たちと2週間、自主隔離するのは辛いものです。フィンランド政府は新
規感染者数に応じて入国制限をかけたり解除したりするので、日本が制
限対象に入っていない時であれば、自主隔離は求められません。また、
入国時と入国72時間後の2回、PCR検査を受けて陰性であれば、自主隔
離をやめることができます。この基準値自体について議論の余地はある
でしょうが、基準とその根拠が明確なのは助かります。
新型コロナは国籍にかかわらず感染するし、外国人だから危険という

わけでもないのだから、国籍ではなく居住実態で入国の可否を決めるべ
きでしょう。日本に帰ってくることができる人の範囲が狭く、どのよう
になればその範囲が変わるのかが曖昧なのは、いかにも日本の出入国管
理だと感じます。

朴沙羅 フィンランド在住

子どもたちに、ルーツや民族を超えた発想が芽生えたら。

しかし、日本の緩やかな新型コロナ対策は、ある意味で善いものに見
えます。これほど人口密度も高齢化率も高い国で、強制力を伴わない
政策で、この程度の感染者数で済んでいるというのは、驚くべきこと
ではないでしょうか。それはおそらく、政府の主導というよりは、現
場の必死の努力によるものでしょう。そして、その努力によって何と
かなってきたがゆえに、トップレベルで解決されるべき問題（例えば、
特措法で新型コロナ感染者を受け入れる医療期間を増やすなど）を先
送りにできてしまうのでしょう。このような民間努力は、政府は可能
な限り個人の生活に干渉しない（その代わり個人が干渉し合う）戦後
日本社会の伝統に則っているかのようです。
私が日韓どちらでもない国に住みたいと思った

理由の1つは、子どもたちが自分のルーツに、少
なくとも私と同じようには、悩まないでほしいか
らです。フィンランドで子どもたちがどのように
扱われ、子どもたちがルーツや民族についてどん
な考えを持つのか、私にはわかりません。私には
思いつかないような発想で、別の課題に取り組ん
でほしいと願っています。
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特集の編集を終えて～編集メンバーの感想
＜みなさまからのご意見、ご感想もお待ちしています＞

会報第３号に寄せられた記事を読んで興味深かったのは、テレビのニュースな
どでは伝わってこない各国の住民目線でのコロナ禍の様子が伝わってくるとこ
ろでした。その国々の政府の対応、政府に対する国民の姿勢や国民性など、
様々な角度から国による違いを感じとることができました。JAIFの会報は、信
頼できる会員たちのさまざまな国での個人的な経験や声を、身近なものとして
聞くことができる貴重なものだと思います。 （山下）

去年の1月から続くコロナの世界的な感染、毎日のニュースはコロナ、コロナ
で明け暮れて、いつになっても、収束の気配をみせません。毎日コロナ感染を
心配しながら、生きていくのも精神的に疲れました。そんな中、3号は日本、
世界に在住するJAIFの会員、関係者に世界各国のコロナ事情やご自分に起こっ
ている影響などを書いて頂きました。コロナで日本でも分断が起きています。
職を失うことなく、在宅ワークができる人とどんなに危険でも毎日出勤し、現
場で働かなければならない人、職を失った人、一方、株価は上がり、持てる者
と持たざる者の差が益々広がっています。コロナ後の世界はどんな世界が待っ
ているのか、予想がつきません。 （小暮）

グローバル化の時代、ある国のある街から、瞬く間に地球の隅から隅まで拡散
されたCovid-19。南半球、北半球からJAIFの会報のために寄せられたコロナの
日々の体験談、それぞれの国のコロナウイルスの対処に、国民性が顕著に表れ
ていたり、あるいは国が抱えている人種問題や、政治的な問題などもからみ
あっているようだ。コロナウイルスに感染し、医療機関で治療を受けることも
出来ず、不安な日々を送ったり、それぞれの国での出入国の厳しい規制で、家
族が何か月も離れて暮らさなくてはならなかったり、タイミング悪く里帰りし
たことで、移住先の国に戻れなくなったり等の人たちと比べたら、日常生活の
ささやかな自由行動を奪われたことへの不満などとは、比べられない。新聞や
テレビなどでは報道されてない部分を知ることができた。 （ハワード）

今回寄せられた記事を読んで初めてわかったことが沢山あった。世界中が同じ
苦しみの中にあったということ。そして一人一人が貴重な経験をしていて、そ
のような生きた体験はインターネットやマスメディアからはなかなか知ること
が出来なかった内容でもあるということ。さらに国際家庭にとって海外旅行が
出来なくなるということは、単に旅行に行けなくなってつまらないという次元
ではなく母国に帰れなくなったり母国にいる家族や親戚との別離という深刻な
状況なのだということ。いつ戻ってくるかわからない日常だが、いつかマスク
を外して深呼吸できる日が来ることを信じて、今出来ることに感謝して生活し
たいと改めて思わされた。 （コールマン）

実体験ほど、真実に迫る内容はないのではないかと思わせてくれた特集だった。
罹患してしまった息子に会いに行けない苦しさはあったが、こうして寄稿して
くれたことで大きく成長してくれた彼を知り心から誇りに思う。（カマーゴ）



Essay

42

2006年、約1/4世紀住んだ米国を離れ、NZに移住。一応国について下
調べもしたし、同じ英語圏だしと呑気に構えての二人だけの移住。夫は
1年先に移り、仕事を始めていた。私は自分の仕事を片付け、後任探し
と引き渡しのため一年単身居残り。

「国際結婚を考える会」京都発足当時

の会員。2020年に再会員となる。1977

年、アメリカ人（現在の夫）と結婚後

アメリカ・マサチューセッツ、バージ

ニア、デラウエア、ハワイ、フィラデ

ルフィア州を転々とし、2006年ニュー

ジーランドへ移住。2020年日本永住帰

国。京都市在住

『カルチャーショック』はマイナスからプラス面に向う

1977年、京都の小さな離れを借りて夫と二人の結婚生活が始まった。
夫はアメリカ人、当時は受験勉強中。79年に息子、83年に娘が生まれ、
直後渡米。以来、主な引っ越しは23回。日本・アメリカ・ニュージーラ
ンド(以下NZ)。米国内でも5州をウロウロ。この引っ越し回数を見込まれ
てか、会報担当の小暮さんにこれまでの経験を共有できないかとお話を
頂いた。
さて、何が共有できるか、と考えてもこのかれこれ半世紀はあまりに

も長く、あまりにも多くのことがあり、個人的すぎることも多い。夫は
日本文学者、私は日本語講師、二人ともずっと大学勤めをしてきた。そ
して、まずそうなるための道のりまでに子連れ引っ越し６回。その後、
転職、研究休暇の度に各2回は引っ越す。引っ越しのたびについて回る片
付け、家探し、そして避けられないのがカルチャー・ショック。小口の
場合もあれば大口ショックもある。日本からアメリカに移った時、当時5
歳の息子のカルチャー・ショックについて「素顔の国際結婚」に投稿し
た。子ども達は今、逞しくそれぞれの道を歩んでいる。自分のカル
チャー・ショックどころではなかった。それで、そうだ！今回は私のカ
ルチャー・ショックについて書いて見ようと思った。「直近」の経験は
米国からNZ移住時。大口ショックだった。

マルソー中出眞理子

半世紀23回の引っ越しを体験！

NZへの移住、同じ英語圏だが違う文化圏なのだと実感

国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

マルソー中出眞理子さんの作品
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国際引っ越しを経験した方々と同じく家族の家財道具整理、家の売却、
家族生活を送った家を空にし、荷物発送。引っ越しと言ってもそれに関
連する作業、費やされる時間や精神的負担は並大抵のことではない。で
も、そんな過程を経ても、新しい国に向かう期待に胸膨らませ、彼の地
で新しい生活がスムーズに始まると思っていた。
アメリカを出発したときは初夏。さあ、これからいい季節と全ての生

命がエネルギッシュに活動を始めていた。一方NZはこれから冬。冬カ
ラーで覆われ始めていた。到着後は厳しい荷物検査が待っていた。スー
ツケースもカバンも全て隅から隅までチェック。友人が持たせてくれた
北海道産のサーモンチップス３袋は全て没収。日本製鮭製品は不可だと
いう。
落胆した私の顔を見て検査官は「ごめんね、私のせいじゃないから

ね」という。NZへの食品持ち込みはとても厳しい。丹波黒豆を持ち帰っ
たときは袋入り、乾燥食品にも関わらず、豆は植えると芽が出るので不
可。なんと言っても丹波黒豆。私としてはこれが没収なんて諦めきれな
い。どうするかの選択肢は１送り返す、２破棄、３発芽しないように有
料熱風処理。悔しさ所以で熱風処理後持ち帰ることにした。しかし、黒
豆は熱風処理もなんのその、NZでお正月料理として立派に役割達成して
くれた。
キャンプ用品も靴もチェックされる。外来の虫・雑菌などを国に持ち

込んでもらっては自然形態破壊に繋がるからだ。NZのコロナ対策の徹底
ぶりを見ればなんとなくわかってもらえると思うが、初めての入国時は
「えー、なんでー？」。手荷物検査は日本もアメリカも結構緩い。だか
ら私の中の基準はそこに設定されていた。でも、これも経験、理解すれ
ばなんてことはない。別の文化圏なのだから文句を言っても始まらない。

マルソー中出眞理子

発散口がなく八つ当たり、よく耐えてくれた夫に感謝。

国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

NZの冬はマイルドという先入観が、到着してから異常なほど私を寒く
感じさせた。理由は湿気。雨季かと思うような雨が１日に何度も降る。
おまけに冬物が届いていない。仮住まいの家は古くて狭い。床下から湿
気がジトー、カーテンは外からの空気でユラユラ、着込めるだけ着込ん
でガスストーブの前にへばりつく。何だか北陸での子ども時代を思い出
す。晴れる度に外を歩いてみる。汚い。ゴミが目立つ。あ～、私は何を
捨ててここへきたのだろう。初夏から冬への移動。湿気が堪える。憂鬱。
春はまだかまだかと待つ。ところが春はまだずっと先。湿気と寒さはダ
ラダラと継続。陶芸仲間は眞理子に天気の話をするなと冗談を言う。
「え？夏はいつなの？暑くなるのよね？」「いやぁ、年によっては１２
月も寒いよ。雨続きの年もあるよ」。慰めにもならない。例え外が零下
でもセントラルヒーティング、米国郊外の住環境と違う。今考えるとな
んて情けない。異文化遭遇だよ！毎日文句の発散口がないから夫に八つ
当たり。よく耐えてくれた。
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マルソー中出眞理子

とうとうNZ流が私のニューノーマルになった。

国際結婚を考える会｜会報誌第3号｜2021年04月30日発行

もちろんお天気だけが理由ではない。大学内システムもアカデミックス
タンダードも英語も違う。何をどうしたらいいか、何がその文化で通常・
普通なのか、何がその文化ではふさわしくて、ふさわしくないかなどとい
う判断の欠如からおこる精神的、肉体的な障害。怒り、イライラ、不安、
孤立感覚、嫌悪感、ステレオタイプ的な物の見方。いっぱい失敗、失言を
した。でも、これは夫と二人で選んだ結果に始まるプロセスの一部だった。
誰のせいでもないのに「違う、すべてが違う、帰りた～い、こんなはず
じゃなかった、約束が違う～、判断間違ったぁ！」と文句たらたら。
あんた子どもか！自分を一喝した。さて、カルチャーショックという言

葉、調べるとまだ使われ始めて半世紀。私より若い言葉。人の文化間の行
き来が盛んになり、人類学者の造語だそうだ。しかし、カルチャーショッ
クはマイナス面だけでなくプラス面に向うのだと再確認する。カルチャー
ショックはプロセスであって結果ではない。得られる結果とはもっと広い
視野で物事が考えられるようになる事、自分自身をもっと知り、想像性が
持てるようになる事。そして知恵がつき、少し賢くなる。 NZはもう私の
第３の母国のようなもの。NZに到着したあの時から徐々に慣れ、友人も増
え、地域に受け入れられ、NZを誇りに思い始め、NZ流が私のニューノー
マルになった。
昨年度日本に帰国。新たなカルチャー・ショックは少しあるものの、流

石第一母国。今のところ、日常生活を楽しみ、これから何ができるか模索
中。ソフトランディングでよかった。人生最後の引越し（たぶん）も無事
終えられてよかった。

参考文献：Dr. Carmen Guanipa-Culture Shock
Dept. of Counseling and School Psychology, San Diego State University

≪マルソー中出眞理子ギャラリー｜愛すべきNZ≫

Mt. Cook国立公園

https://static1.squarespace.com/static/5a25743ac027d841ff01dbbc/t/5b19a16faa4a99506d38d635/1528406383603/cultureshock.pdf
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マルソー中出眞理子

アーサーズパス国立公園

クリスマスのころ咲く、ポフト
カワという花

南島の最南端スロープ・ポイント
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在外邦人の増加は顕著
現在、政府統計の公式サイトで、最新の在外邦人の動向を数字で確認

すると（e-Stat ＜政府統計の総合窓口＞のサイトよりhttps://www.e-
stat.go.jp/ ）、令和元年（2019年）＜公開：2020年11月5日＞の時点
で、在外邦人の総数はおよそ140万人（1,410,356）、うち長期滞在者
（3か月以上を超える滞在）90万人（891,473）、永住者（外国に永住許
可の資格を持って滞在する邦人）52万人（518,883）という事が閲覧で
きます。この数は2014年統計の、在外邦人130万人（1,290,175）、う
ち永住者数43万人（436,488）という数から過去5年間で永住在外邦人の
数はおよそ8万人も増えていることが確認できます。

複数国籍容認国に永住している邦人は全体の92％
この永住者の地域別内訳は、Ⅰアジア3万7千人（37,553）、Ⅱ大洋

州7万3千人（72,977）、Ⅲ北米25万7千人（257,335）、Ⅳ中米4千人
（3,888）、Ⅴ南米7万人（69,948）、Ⅵ西欧7万2千人（72,813）、Ⅶ
東欧・旧ソ連1600人（1,621）、Ⅷ中東1800人（1,885）、Ⅸアフリカ
863人、Ⅹ南極0 という数字で、複数国籍容認国の多い大洋州、北米、
中米、南米、西欧の地域に永住している邦人の数は、47万人
（476,961）と、なんと在外永住邦人の総数の92％に達しています。

永住在外邦人の複数国籍容認国での安定生活への障壁
想像してみてください。これだけ多くの人たちが、複数国籍容認社会

の中で就職の際、その国の国民やほかの容認国からの移住者との競争で、
その在住国の国籍が取れないという大きなハンディを負っているのです。
もちろんこの中には、国際結婚から生まれた合法的な複数国籍者も含ま
れますし、すでに外国籍を取得しているが日本の戸籍には国籍喪失届を
出していないので統計上は永住在外邦人として加算されている場合もあ
ると思われます。

しかし自分の意志で外国籍を取得した人で、海外で日本の存在感を示
す顔となり日本文化紹介のために多くの役割を担っている人たちに待っ
ているのは、有無を言わせない日本国籍の自動喪失条項です。
一部では、外国籍を取得しても日本の戸籍に届出さえしなければ国籍

は喪失しないとか、黙っていればグレーゾーンで大丈夫などと誤った情
報がネット上でも多く見られます。しかしこれは、大変危険な違法行為
です。あとで長く日本に帰国しなければならない状況になった時に、
思ってもみなかった法律的な困難に陥ることになります。

『国籍はく奪条項違憲訴訟』の裁判結果と今後の国籍法
改正要望の活動について トルン紀美子

https://www.e-stat.go.jp/
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『国籍はく奪条項違憲訴訟』の裁判結果と今後の国籍法
改正要望の活動について トルン紀美子
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『日本国籍の自動喪失条項は憲法違反』を訴え続ける
2018年3月に提訴された国籍はく奪条項違憲訴訟

（http://yumejitsu.net/）は、そのような海外に永住している日本人で
生活安定のためには在住国の国籍も必要だが、日本国籍自動喪失の条項
により日本国籍を失いたくないのに失ってしまった人、またこれから外
国籍を取得する必要があるという原告8人が、国籍法11条1項の『国籍
自動喪失条項は憲法に違反する』と国を訴えている裁判です。

2021年1月21日に一審の東京地裁で出された判決結果は、残念ながら
敗訴でした。弁護団のお話では、裁判が始まったころの公判では、裁判
官もそれほど興味を見せずすぐに結審されそうな感触だったそうですが、
途中で交代した裁判官は原告の意見陳述を興味深く聞いていたそうで、
ときには原告の話にかなり心を動かされた様子もあったとのことでした。
また、最後の公判から結審までの時間が通常よりも長くかかったことで
勝訴への期待はますます高まっていたので、国側の木で鼻をくくったよ
うな反論をそのまま採用したような判決内容は、原告代表の野川さんの
言葉を借りれば「まるで、私の話を聞いてくれた裁判官ではなくほかの
人が書いたような判決文だと感じた。」というものでした。しかしこれ
に屈することなく、原告も弁護団ももちろん最高裁まで訴えていく覚悟
という事です。

重要なことは、今後いかにして世論に呼びかけていくか、立法府の国
会議員にいかにこの条項が国益の損失につながっているという理解を求
めるのかが課題です。国際結婚を考える会では、判決日の前の1月19日
に参議院議員会館でこの裁判についての説明会を、違憲弁護団とともに
開催しました。また海外在住邦人に11条1項がいかに影響を与えている
かのアンケート調査が始まりました。国籍法改正要望の請願署名活動の
ほかに、今後もぜひこのような裁判支援の活動を続けていきたいと思っ
ています。

『国籍はく奪条項違憲訴訟』の裁判結果と今後の国籍法
改正要望の活動について トルン紀美子

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScox0bcCsfUO3cjRt4ietwhxH8vREpFkRUwobOFc0QDyfbotQ/viewform
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① オンライン新年会 zoomにて開催
1月9日（土）21：00～ 参加 16名

② 国籍法勉強会 zoomにて開催
A日程 2月22日（月）21:00~22:30 日本時間

（ヨーロッパ在住の方が参加しやすい時間帯）参加36名
B日程 2月23日（火）10:00 ~11:30 日本時間
（アメリカ在住の方が参加しやすい時間帯）参加13名

長年にわたり国籍法請願活動を続けてこられたドイツ在住のトルン紀
美子さんによる勉強会を開催しました。外国籍を自らの意思で取得す
ると日本国籍を自動喪失させる国籍法11条1項、および14条の国籍選択
制度について詳しく説明していただきました。
また長年、請願活動に携わってこられた非会員のフランス在住のピ

レー千代美さんにも出席していただき説明会に加わっていただきまし
た。参加者の皆さんから活発なご質問やご自分の体験からのご意見が
たくさん出され大変興味深い勉強会になりました。
JAIFホームページの「お知らせ」のページに「国籍法勉強会の資料
集」というページを設けましたので、ぜひご覧ください。
国籍法勉強会の資料集 | JAIF (kokusaikazoku.com)

③ 第2回海外会員オンラインお茶会 （zoom親睦会）
3月20日（土）21：00～ 日本時間

コロナ禍の中での日本との行き来をされたメンバーに様子を伺ったり、
近況報告など、好きな飲み物片手に楽しく語り合いました。欧米から
アクセスし易い日時を設定しました。参加10名。主催（アメリカ在
住）アレン美紀さん。

■2021年度 JAIF開催イベント報告 イベント係

「国際結婚を考える会(Japan Association of Intercultural Families)」
では、日本人の外国籍取得に関するアンケートを作成致しました。本調
査の対象となる方は、海外在住の日本人（または元日本人）の方です。
日本にお住まいの方、更に海外在住の方は、ぜひ、お知り合いの海外在
住の日本人の方々に、ホームページを通じてアンケートのリンクをお送
りください。また、ご回答くださる予定の方にも、このアンケートを拡
散して頂きたい旨、お知らせ頂けると嬉しく思います。出来るだけ大勢
の方々からご回答頂くことを希望しております。尚、アンケートの締切
は2021年7月末とさせて頂きます。

海外在住の日本人の外国籍取得についてのアンケートに
ご協力お願い致します

＜締め切り｜2021年7月末＞

https://9eda42d5-632a-45ba-abb5-b869e046924a.filesusr.com/ugd/cce3da_90642592412649d6892abfbb638880a5.pdf
https://www.kokusaikazoku.com/%E5%9B%BD%E7%B1%8D%E6%B3%95%E5%8B%89%E5%BC%B7%E4%BC%9A%E3%81%AE%E8%B3%87%E6%96%99%E9%9B%86
https://www.kokusaikazoku.com/post/%E6%B5%B7%E5%A4%96%E5%9C%A8%E4%BD%8F%E3%81%AE%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E3%81%AE%E5%A4%96%E5%9B%BD%E7%B1%8D%E5%8F%96%E5%BE%97%E3%81%AB%E3%81%A4%E3%81%84%E3%81%A6%E3%81%AE%E3%82%A2%E3%83%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%83%88%E3%81%AB%E3%81%94%E5%8D%94%E5%8A%9B%E3%81%8A%E9%A1%98%E3%81%84%E8%87%B4%E3%81%97%E3%81%BE%E3%81%99
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アンケートの趣旨は以下の通りです。
国籍法11条1項により、自らの意思で外国籍を取得した日本人は、日

本国籍を自動的に喪失してしまいます。2018年3月、欧州に住む8人が
この規定の違憲性を問う「国籍はく奪条項違憲訴訟」を提起しましたが、
2021年1月、東京地裁は請求を退ける判決を下しました。原告は上告し
ましたので訴訟は継続中です。
敗訴となった要因のひとつとして、この国籍法条項が、海外で暮らす

日本人に対してもたらす困難な実情が、日本社会に十分に伝わっていな
いことがあると思われます。
本アンケートの目的は、外国籍を取得された(元)日本人の方、そして

日本国籍を維持するために居住国の国籍取得をしない方、取得を躊躇し
ている方から、できるだけ多くのご回答を頂き、国籍法11条1項が、皆
さまがよりよく生きる上で、具体的にどのような制約になっているかを
明らかにすることです。
アンケートの結果は、国籍法改正に向けた請願活動で、国会陳情にお

ける資料として活用し、更に違憲訴訟弁護団の方々に参考資料として提
供したいと考えております。
このアンケートは匿名で行いますが、後日、補足調査のためご連絡さ
せて頂いても構わない方は、メールアドレスをご記入頂くことになって
います。補足調査で個別に質問させて頂くこと以外に、メールアドレス
は使用致しません。また、皆さまのご回答は個人情報保護のもと、公開、
転送などは致しません。

国籍法についてのご質問は「国際結婚を考える会」
kokusaikekkonwokangaerukai@gmail.comにお寄せください。また、当
会のホームページに国籍法に関する情報がありますので、是非ご覧くだ
さい。国籍法勉強会の資料集「国籍はく奪条項違憲訴訟」原告団が実
施したアンケート調査結果の論考は下記サイトでお読みいただけます。
https://irdb.nii.ac.jp/00868/0004504868

海外在住の日本人の外国籍取得についてのアンケートに
ご協力お願い致します

＜締め切り｜2021年7月末＞

https://irdb.nii.ac.jp/00868/0004504868
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★２０２１年度 定期総会を開催します★

来る５月６日（木） 議案などの総会資料とオンライン議決行使書、
委任状などを全会員に配信します。会則の改定、事業報告、会計報告、
世話人、事業計画、予算などが議案となっています。

５月１６日（日）日本時間３時 オンラインZOOM総会

ドイツ 午前８時 イギリス 午前７時 米西海岸 午後1１時
米東海岸 午前２時 ハワイ 午後８時

詳細は、ニュースレターをご覧ください。なお、総会にかけたい案件、
ご質問などありましたら 、マリクまでご連絡ください 。
kokusaikekkonwokangaerukai@gmail.com

次回予告｜会報誌第4号 （2021年07月31日発行予定）

特集：●海外で女性が働くということ。

2021年3月30日、世界経済フォーラムが発表した男女格差レポート
（ジェンダーギャップ）指数で日本は120位（156カ国中）と発表され
ました。政治参加が少ないことが評価を下げたという指摘があります。
また、同じ時期に国連が発表した「世界幸福度ランキング」でも56位
（149カ国中）にとどまっています。
そんな日本を縁あって飛び出し、海外で働き、生活する女性にお話を

伺います。また、海外から日本で働く外国人女性にもお声をかけていき
ます。今号の特集でも海外で活躍しているJAIF会員が多いことがよくわ
かります。ぜひ投稿にご協力ください。離れているからこそ自国につい
てわかること、見えることもあるでしょう。そしてこれからの私たちに
助言もいただきたいと思います。また特集以外でもみなさまの近況など
エッセイも募集いたします。気軽にご連絡、ご参加ください。

＜編集部、山下牧さん主催の教室の子どもたちの作品＞
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｜編集後記｜

◆ 本号より会報の編集に携わらせていただくことになりました。今回の「コロナ
禍での国際家族の真実」というテーマで寄せられた記事はどれも、各国の個人的な
生活体験としてのコロナ事情を追体験できるような興味深いものでした。それぞれ
のお国事情や政府に対する国民感情といったものまで、普段新聞記事などで目にす
る一般的な情報に、身近で新鮮な情報を上書きするようにして面白く読み進めまし
た。また、会員の皆さまがこれまでに培っていらした会内外の幅広いネットワーク
が、まさにこの会の宝物である、と編集会議を通じて改めて感じました。JAIFがよ
り幅広く世代を越えて繋がっていくきっかけになるような会報づくりを、微力なが
らもお手伝いしていければと思っております。 山下 牧

◆ 会報3号に原稿を書いてくださった皆様、本当にありがとうございました。カ
マーゴ晃さんは、ニューヨークで実際に感染した体験を書いてくださり、どれだけ、
恐怖だったかと思いました。M・Yさんのお子さんがパパを思って書いた七夕の短
冊には、ほろりとさせられました。コロナ鬱になりそうな私は、原稿を拝見して、
コロナで大変な中を頑張って生活している皆さまに大きな勇気をいただきました。
一日も早く、コロナが収束して、国を超えて、親しい人と会うことができますよう
に。 小暮朋子

◆ 世界中がコロナにコントロールされているこの1年余り、其々の国での今まで
体験したことのない制約のある生活、人々の反応をお書きいただきました。皆さん
の原稿を読みながら、私にとって瞬く間に過ぎて行ったこの1年余り、どう過ごし
てたのか、改めて振り返る機会になりました。来年の今頃は、コロナ禍、あれはも
う過去の出来事と言える世の中に戻っていることを願っています。 ハワード弘子

◆ サーズSARSはハクビシンから、マーズMERSはラクダ、エイズHIVはチンパン
ジーそして今回のコロナCOVID-19はこうもりが感染源ではないかと言われていま
す。自然との共存が出来ていない人類への警告かもしれないと考えるのは大げさで
しょうか？
今回、9人のメンバーがそれぞれのお住いの国の事情とご自分の貴重な体験を投

稿してくれました。ありがとうございました。ひとつひとつが生き生きとした体験
で世界中が同じ新型コロナ禍の中で苦しんでいるということが実感としてわかりま
した。自分の国だけが良くなればいいという、一国主義からお互いを支え合うこと
が出来るグローバリズムへ転換しなくてはいけない、と改めて思います。なんだか
話が大きくなってしまいましたが国際結婚をしたグローバルなJAIFの心意気を読み
取ってもらえたら編集に関わった一人として嬉しいかぎりです。コールマンひろみ

◆ 2021年7月開催される予定の東京五輪。「人類がコロナに打ち勝った証し」
と日本国のリーダーは唱えている。変異株が猛威を奮い、感染者の数値は日々増加
し、ワクチン接種はG7の中でも最下位である。日々感染者数の発表を速報で伝え
られるたびに、恐怖と無力感に襲われている地球市民は、救世主はどこにいるのだ
ろうと天を仰ぐしかないのだろうか。コロナ禍は、いかに科学的知見をもったリー
ダーシップが必要であることを教えてくれた。無関心や見ないふりをすることはし
まいと、心に刻む。投稿してくださったみなさまありがとうございました。これか

らもご協力よろしくお願いします。 カマーゴ・李 栄
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